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第 8回 定時総会開催
2CX17年 7月 8日 (日 )こ まばエミナースに於いて、

来賓7名 、会員および家族58名、合計65名出席のも

と、目黒稲門会第8回定時総会が開催された。

石川 智子幹事司会により、先ず前年度中に他界さ

れた会員の方々の御冥福を祈 り、黙祷を捧げた。

冒頭で加藤会長は、日黒稲門会は8回 目の総会を迎

えた。 会員は和気調々の中で色々な活動をし、母校

早稲田の栄光を背負いつつ楽しんで居られる。当会

は会員相互の交流、母校の発展に寄与、地域への貢献

を活動の目標にしており、今後もこれを忘れずに活動

したい。楽しく気楽な会を目指して運営したいので協

力を願いたいと挨拶された。

来賓として青木 英二日黒区長、江夏 健一早稲田

大学副総長、広瀬 剛氏、清水 英男氏、小太刀昌雄

氏、佐藤 浩裕彦氏が紹介され、江夏副総長から125周

年を迎えた大学の生き生きとした活動と時代を先取り

した学部編成、海外への展開など力ちとヽ強く説明された。

続いた総会において、横山副会長の議長来配で提案

された次の議案力〕順次付議され、承認された。

議案は「平成 18年度事業報告、部会活動報告、第8

期決算報告、第8期監査報告、平成19年度事業計画、平

成19年度予算、平成19年度役員、会長推挙委員会規制

であった。また役員では、相談役 外岡 明、副会長

海国 昭治、桑野 祐光、服部 尚彦、松尾 洋一、松

岡 雅俊、幹事 大久保 健治 各氏が就任された。

引き続いて懇親会が石川幹事司会で開かれ、広瀬募

金局課長から125周年の記念事業募金への更なる協力

要請があった。阿部相談役の発声で「早稲田ビール」

での乾杯から始まり、ジャズバンド「デキシー・フレ

ンズ」の軽`限な演奏をバックに和やかな会となった。

青木目黒区長のご挨拶で、目黒区は小・中学生の入

院、通院費を無料化する新施策が実施されることと

なった事が報告された。

清水記念品本部長が販売担当者3氏 と共に各テー

ブルを廻り、稲門祭福引券の販売活動を行つた。続

いて、土川副幹事長によつて総会初参加者として、

梅沢 良雄、鈴木 尚子、中島 侑三、牧野 武夫

の4氏が紹介され、これらの方々から自己紹介がなさ

れた。 (次頁写真参照)

時は過ぎ、締めとして伏見会員のリードで全員肩を

組み、デキシー・フレンズの伴奏で校歌と紺碧の空を

声高らかに斉唱し、外岡相談役の挨拶と一本締めで総

会の幕を閉じた。 (島 田 記)

出席者 (敬称略):(来賓)日黒区長 青木 英二、早

稲田大学副総長 江夏 健一、早稲田大学 125周 年記

念事業募金局課長 広瀬 岡1、 荒川稲門会幹事長・稲

門祭福引販売記念品本部長 清水 英男、渋谷稲門会

副会長・稲門祭福引販売 丸山 秀一、荒川稲門会・

稲門祭福引記念品本部員 小太刀 昌雄、大田稲門

会・稲門祭福引記念品本部員 佐藤 裕彦

(会員)(五十音順)浅海 敏之、芦澤 哲男、阿部

喜久雄、荒瀬 修一郎、有山 勇次郎、石川 智子、

市瀬 一江、市瀬 達夫、伊藤 源喜、伊藤 悠、

井村 正陽、海国 昭治、梅沢 良雄、大竹 一子、

大野 利幸夫妻、大山 高明、小野 満、海沼 美智子、

加藤 栄護夫妻、川井 信義、紀本 直幸、桑野 祐光、

郡山 弘文、小杉 哲、桜井 輝隆、島田 久家、

鈴木 尚子、外岡 明夫妻、田島 順一郎、田畑 繁、

千野 逸平、土川 俊雄、手塚 仁雄、永井 純一郎、

中上 美代子、中島 侑三、服部 尚彦、林田 雅敏

夫妻、樋口 定廣、樋口 俊彦、藤岡 長世、伏見

和則、牧野 武夫、松尾 洋一、松岡 雅俊、松田

哲也、森家 一三、保井 正、八幡 和三郎、横山

大、吉田 博行、渡辺 明久、渡辺 三郎夫妻
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(平成18年4月 1日 ～平成19年3月 31日 )

×141名 =7∞ lxxl

ルフ カラオケ 田碁 麻 雀

目黒稲門会 第8期 決算報告書

三菱東京UF」銀行 中日黒支店

郵便 局 (目 黒本局 )

657552

監 査 報 告 書

私たち会計監事は、平成18年4月 1日 から平成19年3月 31日 までの第3期会計年度
の会計報告を監査致しました結果、適正かつ正確であることを認めます。

平成19年 5月 7日

目黒稲門会 会計監事 島田 久家 印
会計監事 林田 雅敏  印

目黒稲門会 第9期 予算書

総会に初参加の会員、右から梅沢良雄 (昭和46年

政経)、 鈴木尚子 (平成5年 法)、 中島侑三 (昭和 31

年 政経)、 牧野武夫 (昭和40年 理工)の 4氏です。

囲 碁 部 会

―オール早稲田囲碁祭でダブル優勝 !―

第7回 オール早稲田囲碁祭 (6月 9日 )が日本棋院

市谷本院にて開催された。 1チ ーム5名の団体戦が

50組、250名 と級位者8名の変則リーグ戦で合計 258

名の参加で早朝より熱気溢れる会場となったこ

目黒は2チームが参戦した。目黒Aは豊島、我孫子

Aを 5勝 0敗、杉並・中野連合を4勝 1敗で決勝に進

出し、東久留米を3勝 2敗で破 り優勝を果した。

目黒Bは練馬Bを 5勝 0敗、調布に 1勝 4敗、流山

を3勝 2敗 と破 り、同率のため流山の主将と目黒大久

保健治主将との碁石お握りの結果辛くも決勝進出を果

し杉並。中野連合を4勝 1敗で凌いで優勝を椀取った。

同大会の兄弟優勝は初めての1央挙で、近 くの串八珍

で祝杯をあげ、来年の健闘を誓い合った
=

また、目黒Aの桑野祐光氏、高橋栄一氏ならびに目

黒Bの保井正の3名 が全勝 し、おおいに優勝に貢献 し

た。

カ ラ オ ケ 部 会

乾杯から始まるc ご存知のように健康を祝うウタ

ゲ (宴 :楽 )は、宴を楽しみ、手拍子に舞と唄をうた

う「さかほがい」 (サ カホイ)である。

さか (酒 )ほがい (寿 ぐ)と は酒寿又は酒楽だと言

われている。 宴は酒があり、舞 :唄が続 く。

<,酉 おもしろ辞典>

カラオケルームでは、乾杯から本来の目的である自

慢のノドの披露から始まり、控えで酒を楽しみながら

話題が広がる。本来は、特に斉藤祐樹の余慶に預かり

早稲田の活況に力が入り、カラオケ中心の話題に転ず

るに少々手間が懸かった。

折角のカラオケ、欲を出すのは当然のこと、新曲の

披露、懐かしの歌に感情を込めて唄い込み、酔いしれ

てゆき、多忙の中の一刻を楽しむ。

若さを保つ、若返る ?、 理屈抜きにして、皆元気で

唄い続けている。
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毎月第2金曜日 16時～21時開催

於 コートダジュール学芸大学店

電話 03-5773-948

カラオケ部会長 海口 昭治

旅 行 部 会

新緑の長野「小布施と善光寺を訪ねる旅」

―稲門会 24名道中記―

6月 10日 (日 )出発8時前に全員集合。はとバス鈴

木運転手、畑ガイドのもと目黒駅出発c曇 りの天気に

気を揉みつつ首都高、関越、上信越道経由一路長野へ。

H時 30分ぴつたりに「川中島古戦場跡」到着。

語り部の出迎えを受け早速に古戦場跡めぐりと説明を

聞く。謙信_信玄の三度七太刀の銅像の前で在りし日

の合戦に思いをはせる。その後、「長野市立博物館」で

開催中の「風林火山」特別企画展の見学をし、NHK
大河ドラマを身近に感じるとともに展示の長槍にその

重さと長さに驚き入る。

l時前に北長野美術館着、館内レストラン「白梅」

にて昼食後展示品の見学。さすが北野建設オーナー家

の美術館だけに建物、日本庭園の素晴らしさは勿論、

所蔵品のすばらしさに皆感嘆する。メンバーより金塊

1億円や純金風呂を盗むよりここにある絵の 1、 2枚を

頂く方がよつぽど価値あるとの発言あり。皆うなずく。

3時 30分今日泊まりの「渋温泉の角屋」到着。部屋

割り後、早速外湯めぐリヘ。一浴で寿命 10年延びる

に皆必死に3箇所くらいはと頑張る。最近無くなった

温泉らしさを残す坂道を下駄でカラコロカラコロと散

策も楽しむ。6時半よりお決まりの宴会とカラオケ大

会に大いに盛り上がる。2次会は近所のスナック「ヨ

レヨレ」へ繰り出す。建物のよれよれさ加減に参加者

大いに沸きつつ1次会で足りなかった分を発散。宿ヘ

の帰路は雨も上がり機嫌よくご帰還。

明けてH日 は晴天、8時ホテル出発。北長野の素晴

らしい景色を見ながら「/1ヽ布施岩松院」へ。本堂前で

集合写真後、福島正則の廟へ上がり、一茶の蛙合戦の

池など見学。9時 より本堂に上がり、葛飾北斎の「八

方呪み鳳凰図」に圧巻される。

小布施で270年続く老舗「桜井甘精堂」にて甘味を

とり、「北斎館」の見学へ。江戸文化の香り高い町並み

の散策とお買い物を含めての自由時間に皆大いに張り

切る。

H時半「長野善光寺」着。迎えの案内人に従い善光

寺の見学と本堂下のお戒壇めぐりへ。真つ暗闇に全員

おっかなびっくり。入る前の注意書きに明かりは厳禁

とあるが、携帯電話の明かりをつける知恵者おり。

昼食場所に向かう参道の土産物屋に目黒稲門会ご一

行様の看板あり、何処が情報を流したかと不思議が

る。昼食は800年続く「徳行坊」で精進料理。おかみ

さんが、亡くなった主人は三田会出身で稲門会の皆さ

んには親しみを感じるとのこと。

l時半のバスにて一路帰京の途へ。5時半目黒駅着、

日黒通りから自由通りを経由して自由が丘近くで最終

解散。

昨日からの二日間は良く見学し、良くしゃべり、良

く笑い、良く飲み、良く食べの旅でした。

旅行部会長 井村 正陽

美 術・ 歴 史 鑑 賞 部 会

「知るを楽しむ」美術・歴史観賞部会の活動予定

を報告いたします。

9月 1日 (土 )に は、江戸東京博物館で開催され

る「後藤新平展―近代日本をデザインした先駆者」

展を訪れます。

日黒稲門会で、後藤新平の業績が取り上げられた

のは、総会での講演でした。講師は前東京都副知事の

青山倫氏で、真仁田前会長のご紹介です。さらに、

昨年5月 に、旅行部会が水沢を訪問し、後藤新平の

生家や記念館を訪ねました。

美術・歴史観賞部会では、これらの仕上げとも言う

べき企画を立てました。

日時 :9月 1日 (土)12時 50分集合

場所 :東京江戸博物館 1階ホール

まず、越沢明氏 (北海道大学教授)の講演を聴講

した後、「後藤新平展―近代日本をデザインした先駆

者」展を見ます。

美術・歴史観賞部会長 八幡 和三郎

よ ん 月 会

○ 毎月第4月 曜日 午後 6時 より開催

○ 会費 4,000円  飲み放題、食べ放題

○ 会場 「あつばれ都立大学店」

住所 目黒区平町 1-27-3 者6立 日の九ビル2F
電話 03-3717-4591

0 問い合わせ 土川迄お願い申し上げます。

電話 03-3794-0396

0 10月 に 100回 目を迎えます。

奮ってご参加下さい。

よん月会幹事 土川 俊雄
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麻 雀 部 会

(1)三区連合親善麻雀大会

4月 14日 (土 )、 渋谷の麻雀クラブ「スリーハン

ドレッド」に於いて、第 17回 三区 (目 黒、渋谷、

世田谷)連合親善麻雀大会が渋谷稲門会主催により

開催されました。 親睦を深めた競技の結果、優勝

は渋谷の瀧澤氏でしたが、日黒の土方氏が準優勝

千野氏が4位 と健闘しました。

(2)定例麻雀大会

6月 3日 (日 )武蔵小山の麻雀クラブ「サン」に

於いて 第 30回定例麻雀大会が開催されました。

和気語々の半チャン4ゲームを制し、優勝したのは

本田氏で、雀荘のママから差し入れのウイスキーも

副賞として獲得しました。 また、準優勝は副会長

の横山氏、三位は中村氏でした。

(3)今後の大会予定

次回の三区 (目 黒、渋谷、世田谷)連合親善麻雀

大会は 11月 10日 (土 )「渋谷スリーハンドレッド」

を、日黒稲門会定例麻雀大会 (及 び忘年会)は 12

月 16日 (日 )「武蔵小山サン」を夫々予定しており

ます。皆様奮ってご参加ください。

グルメ部会

グルメ部会では、競馬通の松岡雅俊様のご紹介で

ナイター競馬を観戦しながら飲食を楽しむ食事会と、

伊藤悠様および松田哲也様のご手配で東京湾クルー

ジングの『ダブルヘッダー』を企画致しました。前

回会報と一緒に詳細なご案内を差 し上げましたが、

まだお席に若干余裕がありますので参加希望の方は

事務局までご連絡願います。

日時 9月 5日 (水)午後 5時～

場所 大井競馬場  ダイアモンドターン

会費 7,000円 (飲み放題・食べ放題 )

なお、東京湾クルージングは同日午後 2時半に竹

芝桟橋/1ヽ型船ターミナル集合となっております。(無

料)お 申し込みの方には別途詳細なご案内をお送り

します。

グルメ部会長 海沼 美智子

ゴル フ 部 会

5月 29日 に第20回 ゴルフ会をセゴビアゴルフクラ

ブにおいて行いました。スペイン風のクラブハウスと

池を多く配した美しいコースで、スコアメークには正

確なショットを要求され、実力者が上位を占める結果

となりました。優勝三部由夏子、二位杉浦良充、三位

大野幸子の各氏でした。

コンペパーティーと、引き続き帰路のバスの車中で

の飲み会と楽しい 1日 を過ごしました。

尚、秋の第21回 ゴルフ会は、lo月 H日 を予定して

います。参加希望の方は大野までご連絡下さい。

ゴルフ部会長  大野 利幸

ウォーキング部会

5月 は鶴岡八幡官庭園のボタン、松葉谷の安養院の

ツツジ、苔寺の妙法寺など大町方面へ (参加者 12名 )、

6月 は一遍上人ゆかりの放光寺から相模原公園と相模

原麻溝公園にハナショウブとアジサイを訪ねました

(参加加者9名 )

<秋の開催予定 >

★集合は現地駅、小雨決行

9/18(火 )京急久里浜駅改札日午後 1時集合

lCXl万本のコスモスの「くりはま花の園」から

ペリー記念碑巡り

10/19(金)鎌倉駅西日、午後 1時集合

鎌倉―江ノ電江ノ島―常立寺―滝口寺 (五重

塔・サザンカ)―江島神社辺津宮―江の島植物

園 (亜熱帯植物)一江島神社奥津官―恋人の丘

―江の島岩屋

H月 未定

加齢とともに忍び寄るいわゆるメタボリック症候

群の予防のためにも、健全なココロとカラダ作 りを

目指 して同好の方々と共に遊びながら1万歩以上の

ウォーキングを続けましょう !

お誘い合わせのうえ、ご参加下さい。

ウォーキング部会長 桑野 祐光

目黒 稲 門 会・ 若 手 会

先輩方からの絶大なる応援に見守られて、お陰さ

まで定期的に目黒稲門・若手会を開催しております。

前回6月 2日 (土 )若手会は、中西千可子さんのご

子虐、や、社会人2年 目の女性をはじめ、区内外9名

で開催。当日は早慶戦の真っ只中で、優勝前夜の盛

一

麻雀部会長 松尾 洋一
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り上が りでした。楽しい時間はあつという間で、初

対面にも関らず、今回も閉店間際まで語 り尽 くしま

した。(欠席の方からも多 くのご連絡を頂きました)

大学で過ごす時間はわずか4年 +α ですが、更に

広い世代・広い世界の先輩と共に、人生大学校とも

いうべき同窓生の輪に入ってみませんか ?その第一

歩として、若手会へのお越しをお待ちしております。

<次回若手会のご案内>
次回は9月 8日 (土)夜 7時から、目黒周辺で開

催 します。参加申込は、担当幹事・石川まで。

参加条件 : 平成年度ご卒業の目黒稲門会会員を

中心に、もう少 し年次が上の方や、ご家族ご友人も

歓迎です。初参加の方、あるいは久しぶ りすぎて顔

を出しにくいと言う方、特に歓迎 します。

目黒稲門・若手会幹事 石川 智子

グラウンド0ゴルフヘのお誘い
―さあ、はじめよう !グラウンド・ゴルフー

1982年 (昭和57年 )鳥取県泊村で生涯スポーツと

して生れたグラウンド・ゴルフ |

今や全国の愛好者は約 150万人。年令問わず、場所

を選ばず、適度な運動で、費用もかからず楽しめる。

さらに地域デビューができ、日黒はもとより東京都

内や関東一円の皆さんとの新たな出会いとふれ合いを

楽しめる「心」も「体」も元気になるスポーツです。

下の写真で、春の目黒区体育祭の主催者。青木区長、

大塩教育長の始球式の一場面をご紹介します。

今、「研修会=初心者教室Jを NPO目黒体育協会と

目黒区教育委員会が後援、日黒区グラウンド・ゴルフ

連盟が主催し、汗かき人・安藤が運営。実施しています。

ぜひ、話しではわからない中味を見て、触れて、体

験 してみませんか?こ れは簡単 1楽 しい |・ ・・。

いつかは目黒稲門会の新たな部会へ
!

皆様のご協力とご参加を′亡、よりお待ちしております。

く実技研修会=初心者教室のご案内〉

日時 :毎月第 2・ 4水曜日、午前 9時 ～ 12時

場所 :碑文谷野球場 (体育館 )

費用 :一般区民 3CXl円 (傷害保険含む)

用具 :全て無料貸出し致します。

「 雑  感 」

千野 逸平 (昭和 30年 商)

オギャーと生まれた時から、しのび足で、ある時は

すり足で、ある時は早や足で又誰彼れなく例タトなく老

いはやってくる。それに脳卒中、心筋梗塞、糖尿…等

の成人病やら′亡、には“ウツ"症状や呆けがやつてきた

りする。

昔の仲間も一人欠け二人欠け、だんだん身辺が淋し

くなってくる熟年と云うか老年期の孤独感は否めない

のも又事実である。

たしか昭和23年頃は人生50年 と云われていた。そ

れを20数余年過ぎるまで生きたのだからありがたい

ことである。しかし、平均寿命が80才 になったから

といって、全ての人が80才生きるものでもないし、

又すべての人が80才で死ぬという事でもない。9o才

それ以上生きる人が大勢いる今日その反面若い青年が

突然事故等で死ぬこともあるc

即ち平均寿命とか医学が進歩したからとそれは決定

的な意味はない.つ まり人間は先のことを考えてもそ

れを予知することはできないのである。

よく年をとったら早寝・・早起き・暴飲暴食せず規

則正しく好ききらいなくいただくことだと云われるが、

なかなかそのようにはできないものである。

精神的な疲労が健康には、最もよくないのでは…自

分は一つの事に拘たり気に病む事は極力しないように

努力しているcその点自分はノンキに出来ているのか

又敏感でないのかも知れないが、物事に屈託ないよう

心掛けている。この年になって突張っても始まらない

し、ましてや争いの種など作っては不幸の極みである。

人間誰しもが長所も欠点もある。相手の欠点ばかり

みては腹立つ。相手の長所をみ、自分に上手に生かす

のが大切の気がする。

毎日が日曜日になった今自分の殻の中に閉じこもら

ないためにと、若さを保つためといいつつ体と手足を

常に使うようにゴルフ、麻雀、いつか来る「三途の川」

を渡れるように水泳、冬はスキーにと遊びを求めてい

る。退屈しない生き方の工夫が何よりも肝腎だと思う

しこれからの生き方のコツかも知れない。

よく「50,6klは ハナたれ小僧」といわれるが、この

伝えで行くと私などはようやく成人の域に達した者で

ありこれからも遊び仲間を数みつけ“はぐれ鳥になら

ない"よ う何時も老ボーイでいたいものある。

梅沢 良雄氏 (緑 ケ丘)

昭和 46年  政経 :趣味 :登山、旅行、

音楽。そろそろ弁護士から引退 し、有

意義で充実した老後をと考えています。ゴ
=L
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「 早 慶 戦 観 戦 記 」

安居院 文男 (昭和 41年 文)

6月 2日 、神宮球場はさわやかな風が吹きぬけ、梅

雨入り前の晴天となった。午後 1日寺試合開始、内タト野

ともほぼ満員で、外野席の端は立ち見の人が、球場を

取り囲んだ。試合直前に、両軍のオーダーが発表にな

り、早稲田はエースの須田幸大、慶応は加藤幹典が先

発した。

両投手の調子は良さそうに見えた。1回 、慶応の先

攻、3番サー ド梶本大輔はヒットしたが、4番 レフト

佐藤翔のサードゴロでチェンジ。早稲田のビッチャー

須田は141K mの ストレートで3振を二つとった。その

裏、慶応の加藤も最高 14Ж�のストレートと、130Knl

台のスライダーで三者3振 と、両者まずまずの立ち上

がり。結果は、慶応が頑張つて、7対 3で早稲田が破

れた。「やはり、斎藤は何かの星の下に生まれている

のかなあ」とスタンドでつぶやいていた人達がいた。

日差しは真夏並みだが、時折涼しい風が通り過ぎた。

明日早稲田が勝てば39回 目の優勝、敗れれば、5日 か

ら慶応、明治との優勝決定戦になる。3日 は斎藤佑樹

の先発と思われた。 6月 3日 、日曜日も晴れ。神宮

球場は2日 と同じ3万 6Cu人の入りで、タト野は昨日以

上の立ち見だつた。試合に先立ち両軍のオーダーが発

表されたが、早稲田のビッチャーが斎藤佑樹とアナウ

ンスされると、ウォーという声援と拍手バ勇き起こっ

て、慶応のオーダー発表のアナウンスが聞き取れな

かつた。3回 までで6点 をあげた早稲田は、4回 も、細

山田のホームランで、2点追加。試合開始 1時間半で、

8文す0と ほぼ試合を決めたかに思われた。しかし、6回

突然斎藤佑樹のス トレー トが乱れた。慶応のビッ

チャー加藤にファーストゴロを打たれると、続く1番

青池悠五にはストレートが高めにはずれて、ストレー

トの四球。斎藤佑樹は、何回も肩を回し、スパイクの

ひもを締めなおしたりしたが、調子は戻らない。慶応

2番宮田が、サードの頭上を破つて2点。3番梶本の

ヒットで、ノーアウトランナー 1、 3塁。佐藤翔 3振

のあと、青山に代わった高橋玄にデッドボールを与え

て 1ア ウト満塁となり、続 く6番松橋にもデッドボー

ルで、1点追加。7番川崎がスクイズで 1点。斎藤は、

突然の乱調でこの回計4点を失いながら、なんとか抑

えた。序盤から大量リードした早稲田が、9対 5で勝

ち、東京六大学春季リーグの優勝は、早稲田大学が通

算39回 目。斎藤佑樹は4勝 0敗。野球部OB松岡氏か

ら、バックネット裏の春季リーグ切符を分けてもらっ

た目黒稲門会の面々も、都の西北を歌つておおいに若

返つていた。

繹
・厭

「 安 い 、 若 い 、楽 し い 」旅 行

石川 純子 (平成 7年文 石川 智子御母上)

団体旅行はお仕着せで、我が儘がきかないという先

入観から、お誘いを頂いた時に一旦はお断りしまし

た。参加を決め、日程表を頂いたときも、盛 り沢山の

スケジュールに正直疲れるかと思いました。ところが

その疲れも忘れるほど、参加してよかった、と′Ёヽから

思える充実した旅行でした。これだけ至れり尽 くせり

の内容なら、お値打ち価格であると′かから納得です。

武田信玄ぐらいしか思い浮かばかなった長野ですが、

今回最も印象に残ったのが葛飾北斎館です。北斎の画

だけでなく、北斎という一人の人間そのものに興味を

惹かれ、もう一度ゆっくり行ってみたいし、この旅行

のおかげで長野が好きになりました。自分以タトの方が

企画して下さることの良さを、改めて感じました。

どんな宿に泊まるかは、旅行の楽しみの一つですが

お世話になった旅館は、古くて階段を昇ったり降りた

り。なんて大変な旅館なんでしょう !と 思つておりま

したが、旅行というのは不思議なものですね。こうし

て少し時間が経ってみると、これもまた大正時代にタ

イムスリップしたみたいで、からころと下駄を鳴らし

て外を歩いたことなど、あの旅館が妙に懐かしい気持

ちで思い出されます。

稲門会の皆様は、とにかく元気で朗らか。皆さんの

好奇心旺盛な姿に、「青春してる !」 と感じました。

集合時間や幹事の言うことをよく守り、傍に迷惑をか

けない紳士的な振る舞い。自分の父親世代の方々もい

らっしゃるのに、「恐れ入りました」の一言に尽きま

す。これまでの生き様がにじみ出ているようでした

(自分の反省を込めて)。

幹事の井村さんの、細やかな陰のご苦労あってこそ

の、心遣いあふれる旅行だつたと思います。「安い、若

い、楽しい旅行」でした。次回も皆様とご一緒させて

頂くのを楽しみにしております。
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しじみ売りの唄―中島侑三著『起き上がり」ヽ法師』よリー

中島 侑三(昭和31年 政経)

かえ (貝 )一、 しじみかえ―

でっかいかえなら ばんばんかえ

―朝、五時を過 ぎたころから、街のなかに少年たちの

「蜆貝」の売 り声が響いてくる。 大きい蜆だよ、ばん

ぱんにふ くれたやつだよ、と唄うように売 り歩 く少年

たちの声は、夏の風物詩だつた。

富山市射水郡掘岡村 (現在の新湊市)で水産加工業

を営む中島家の四男として昭和七年に私は生まれた。

小学校三年になった私は、兄たちに連れられてこの蜆

売 りの仲間に入った。昭和十五年の夏だった。漁業で

潤うこの村では、大人たちが子供たちに、海から受け

る恩恵とその生き方を身をもって体験させようと、毎

年六月から九月頃まで採った朝蜆を近隣の村や街へ売

りにいつてよいことにしている。売上金は一定額を差

し引いてあとは子供たちのものになり、貯金しておい

て祭 りや正月の小遣いになる。 子供たちは早朝四時

に自転車に乗つて村の八幡神社に集まる。その数はお

よそ五十人から六十人程度。村中の大人たちがその日

の明け方に潟で採った蜆をゴミと仕分けして、子供た

ちに平等に分ける。それをもらった子供たちは隊長格

の少年の号令で一斉に思い思いの方角に分かれて売 り

にいく。それぞれの自転車の荷台には、竹籠に入った

採れたての蜆がつまっていた。行 く先は大体決まって

いたが、私はなるたけ他の子供たちが行かない道を選

び、途中で仲間と出会うとすぐに道を変えたりした。

また売ったときは必ず一握 りを二合枡の上に足 して、

買い手の容器に空けた。それは「買ってくれてありが

とう」という気持ちが自然にそうさせていたのであり、

「おまけかい。すまんね」と相手が喜ぶ顔をみるのも嬉

しかつた。 一週間もすると帰途には、私の荷台の竹

籠は何時も空になっていた。兄弟で家に帰って売上を

見せあうとき、私が一番のことが多かった。一生懸命

売ればお客さんは解つてくれるし、喜んでくれる、と

いうことを小さいながらに体得 した。こんな原体験が

私を流通業へ進ませたのかもしれない。 旧制神通中

学、新制新湊高校では勉強もそこそこしたが、美術部

に入り油絵に熱心に取 り組んだ、就職してからもそれ

は続き、現在にいたるまで、余暇に絵筆を離したこと

がない。憩いのひとときになっている。 早大政治経

済学部へ進んだ私は、昭和三十年夏、卒業を翌年にひ

かえ親友の大田と自転車旅行の計画、実行に移 した。

太平洋戦争後の混乱期を抜け出し、高度成長を予測さ

せる時代になっていた。レクリエーションという言葉

が生活のなかに登場 し、サイクリングがその一つとし

て盛んに宣伝 されていた。自転車メーカーに大田の知

り合いがいたことから、そのメーカーのタンデム (二

人乗 り自転車)で 自転車旅行をしようというもので

あつた。コースは東京を皮切 りに、碓氷峠を越えて北

陸にいき、琵琶湖をまわって京都、大阪、奈良、名古

屋を経て東京・日本橋に戻るというものであった。

全行程 1,611粁 、十八日間の自転車旅行は、想像 して

いたより以上に苛酷な旅だつた。タンデムという見た

日は宣伝写真などにあるように、若い男女が林のなか

の道を、あるいは草原を走っている様子は格好のいい

もので、実際に天気のよい日に平地を走るときは気持

ちが良い。ところが標高千数百メー トルの峠を上った

り、雨や風に打たれたりのサイクリングでは体力と気

力の勝負であった。現在の自転車のようなチェンジギ

アなどついていないから、二人が力をあわせないとう

まく進まない。一日130粁 の道をペダルで踏んで走る

のが辛い日もかなりあった。旅館は一切利用せず、先

輩や友人を頼ったので費用は小遣い程度で無銭旅行に

近いものだった。 しかし、困苦に耐え、共同精神の

尊さ・友情の温かさを体験 し、見聞を広め、青春の思

い出をつ くるなど、此の旅で得たものは大変多かった。

大学を卒業することになり、仲間の多 くはジャーナ

リストや政界あるいは花形の大企業をめざしていたが、

私は家業の関連と日本経済の復興をなんとなく肌で感

じていたので、百貨店への就職を考えていた。たまた

ま伯父の水産会社が西武百貨店と取引があったことで

西武百貨店を選んだ。 当時、西武百貨店は堤清二が

父康次郎から経営を委譲された時で、大卒の社員を定

期的に採用 し将来に備えたいと計画していた。私たち

はその学卒第一期生として採用されたのである。昭和

三十一年四月入社、最初に私が配属されたのは靴売場

だつた。当時の西武百貨店というと後発のターミナル

デパー トで、まだ本格的百貨店の体をなしておらず、

各専門の売場ができてはいたものの運営は全て問屋任

かせという状態だつた。 私は実情を把握 しようと思

い、まず問屋のうちの一社を訪問した。「西武さん、あ

んたのとこでは全然商売になりません。新宿の伊勢丹

では一日五十万売るのに西武では、一日五万円の売上

ですよ」そこの社長は私にいった。さらに他の問屋を

片端から訪ねた。どこも似たり寄つたりの応答だつた。

売れないからなんとなく商品を並べているだけなので

ある。歴訪していた問屋の一社で、私は倉庫のなかに

在庫の山をみた。「あれはどうしたんですか」「いろい

ろなデパートからの返品です」 聞けば処分に手を焼い

ているらしい。早速上司に了解を得て私は其の靴の山

を三百万円で買い取る提案をした。相手も渡 りに船 と

応 じてくれた。 其の商品を私は社員販売することを

考えたのである。トラックで二台、50∞ 足、一足あた

り四百円の商品を西武百貨店に運び込み、閉店後、社

員向けに販売を開始 した。価格は上代 (販売価格)の

四割引だつた。飛ぶように売れ、一晩で五十万円の売

上 になった。 (次号に続 く)
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